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まちは、人が多く集まり住んでいるところ。地の利がよい

やかさを増し、政治、経済、文化の中心となって都市と呼ば

あるが、人の命は短い。人々の営みの器である都市や建造物

えて継承されている。戒めや悲しみのメモリアルとして後世に

ＮＹ貿易センタービルの瓦礫と化した外壁保存も、都市や建

とするものである。都市の変貌は人々の営みの変遷であり、

秘められた記憶を紐解き、その声に素直に耳を傾けたとき、

ろう。 

皇居のお堀や石垣からは江戸城のスケールを知ることがで

年竣工重要文化財）や旧司法省赤レンガ棟（明治２８年竣工

けて近代国家を目指した明治時代のリーダーたちの強い想い

眺めたとき、時空を越えて歴史が身近なものになる。 

しかし、都市の記憶を秘めた幾多の貴重な建造物も、大正

災という〝強烈な破壊〟によって多くが消え去った。幸運に

いう旗印のもと、私たち自身の手による、スクラップアンド

込まれていった。 

敗戦後の日本は、産業の復興や経済成長を成し遂げる術と

先し、技術革新に邁進し、使い捨て文化に移行した。経済成

捨ててきた。建造物も例外ではない。都市の記憶を秘めた建

に生まれ変わる光景を、多くの人々が経済成長の証として誇ら

２０世紀は、技術革新をバネに日本が世界に冠たる経済大

を重ねたものを貴ぶ気持ち〟を薄れさせた時代でもあった。 

こうした過去の破壊を「経済成長のための必然」と割り切

的、文化的に価値の高い建造物を残し、陰影のある美しい都

うか。経済合理性に基づいて価値ある建造物が必然的に残っ

くりを考えなければならない転換点にいるのではないだろうか
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まちは、やがて人と建物が集積して賑

れるようになった。都市の主役は人で

に、人々の歴史が積み重なり、時を越

語り継ぐ使命を宿した原爆ドームや、

物が体験した歴史を記憶として残そう

人類の歴史そのものである。建造物に

私たちは多くのことをそこから学ぶだ

きる。現存する日本銀行本館（明治 29

重要文化財）からは、日本の威信をか

が伝わってくる。そうした目で都市を

１２年の関東大震災や昭和 20 年の戦

もそれをくぐり抜けた建物も、復興と

ビルドという〝静かなる破壊〟に呑み

して〝質より量、経済効率主義〟を優

長にせかされて私たちは多くのものを

物が次々と取り壊され、近代的なビル

しく思っていたのではないだろうか。 

国となった時代でもあり、同時に〝時

ってよいのだろうか。どうすれば歴史

市を次の世代に継承していけるのだろ

ていくような社会的、法律的仕組みづ

。 
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